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均的な影響について評価するとともに，作業負判長l~価法の l つである C F F
(臨界融合周波数)の測定法について行った研究成*をまとめたものである.











さは悦jlJ1 0 .悦flJO.5 がよいこと，検査光光源の色については総，亦，黄
のいずれでも，また， Jjt服CFFと凶眼CFFのどちらでも検出ブJや精度に
以若なぷはないことをゆjらかにした.
次に. VDT作業による負担の主観評価値と CFF測定値の変動車 (客観
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6.5 結 Ii 
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T (陰械線竹)に去ポされるデー タを読取る作業へと変化 してきた.この柿
の作業に使用されるコンピュータの視覚表示端末のことを V0 T (Visual 








9)，10)とテレビ観保による視覚負担の測定が報告されていただけで11)，V 0 T 
作業による作業者の~伺についてはまだまだ目が向けられていなかった.
注)VDTのイ也にV0 U (Visual Display UnitあるいはVideoDisplay Unit)と呼ばれること













(a) Ghirinbheliの調査 (1980) (b) 日経マグロウヒルの調査(1983) 
自覚症状 愁訴率(%) 自覚症状 愁訴3事(%)
全体的視覚障害 75.8 自が疲れる 69.2 
肢の刺激感 45.2 首筋が疲れる 39.6 
不安感の克進 43.4 自がちかちかする 25.3 
抑憂症状 40.3 物がときどきぼやける 22.0 
視力の低下 33.9 腕が疲れる 25.2 
頭痛 27.4 昼間でも眠くなる 14.3 
眼の疲労 19.4 頭がぼんやりする 14.1 
吐き気 14.5 手首が疲れる 13.2 












































































































































































( 2) C F F (Critical Fusion Frequency) C F Fというのは検査光光源
光を点滅させた時に感じるちらつきと融合の境界の，単位時間当たりの点滅




よよると， C F Fの低下品は刺激の色，呈示視野により異なる47) しかし，瞳
孔径と謝節)Jの変化を除去してCFFを測定すると，測定他の変動は小さく
なるので，測定には慎重でなければならないという意見もある48). VDT作






















































































































































第 2章 C F Fによる作業負担の評価
2.1 緒言

























































い，被験若は両系列の闘の点をスイッチで応答する. C F F測定値の決めか
たは調整法2の場合と同じである.なお，点滅周波数の変化の述さは両系列
とも約0.25Hz/secで一定とした.





なお，一述の作業前後に (1) - (4) までのすべての}j法について測定を
行なうと測定時間が長くなるので， (1) と(4 )の)j法で測定する場合









測定条件 (3) :光源の大きさを視角を 1・で一定とし，光跡、の色を紙
(ピー ク'波長560nm) ，賞 (584nm) ，赤 (650nm)とした.なお，光源
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の輝度は120cd/m2の場合と530cd/m2の場合を設定した.
















~~i [面の大きさは 14インチ(三菱， M4378-1キャラクターディスプレイ)
で，1i. IJ~ 文字の色は紋 ( P39) であった . 文字の構成は検 11 X縦19ドット























ル10 Ta MI ¥la .被験者・
'* 







{時 I 1 T11 ~ ~ * ~ ~.J. ~ :謝料;1 言 -8~ 1 -11. 1本 B:雌法2
c:t. ロ 作業A C:桜限法
凶2・3 作業BでのVDT画面の・部 υ-10 L * ロ作業B Dγ恒常法











で視JJMlEをしている.なお， C F Fの測定と作業に対する子備練刊を各被
験者に行なわせた後， 315験を行なった.
2.2.2 実験結果と検討





















































































































































































































































































? ? ? ?
?
??? CFFの測定方法としては，点滅の判断のしやすさから祢|促j};の下








































































作業内容は作業 1，3， 5と作業 2，4， 6とで異なるようにした.作業
1， 3， 5はVDT画面に提示した2文字の漢字熟語の正誤をキーボードよ
り入力させる作業である. 1画面に熟語を10行4列提示した.図2・11はその








1 : 15 
11 : 30
12 : 30 
13 : 30 
14: 30 
14: 45 








































































































水戸ド削 H~t度 : *':J250.700 1x 
鉛1(iRi照度:約140..4001x
V 0 Tu由i由.の大きさ.14インチ (三菱キャラクタディスフレイM3478・I) 
文字色:紋 (P22).背妓色:黒
文字輝j主 :約30cd/m2 
































































れ 0.00 1.06 1.88 2.91 4.02 
の疲れ 0.00 0.95 1.69 2.69 3.69 
)]が落ちた感じ O.∞ 1.10 1.82 2.76 3.66 
のがすぐ O.∞ 1.09 1.84 2.97 . 
はっきり見えない
のがぼけて見える O.∞ 1.13 1.91 3.13 






































































CF'F 測定値の変動( 3 ) と il3の疲れJの評価値は作業 4の後にf疲れj作業 4の後が最も大きく，
CFF測定値の変動率を次式で算出した.これらの結果から全体的に言えるこ早くも作業3の後とほぼ等しくなった.

























* : p<o.OJ 























































( 4 )主観評価値の変動拡と CFF変動中との相関
疲労感に関する主観説価値の変動量を次式で定義した.
変動盆=Sa-Sb














so Ni Ta M> Ns 
ものがすぐ O.∞ 0.94験申 0.46 0.51 O.∞ 
はっきり見えない
日の痛み 0.27 0.15 一0.50 0.30 0.29 
t Iの疲れ 0.35 0.83* -0.75# 0.90* 0.43 
目民会t 0.43 0.76# -0.10 0.09 0.21 
OJlがふらつく 0.40 0.74# 0.80* 0.56 O.∞ 
疲れ -0.12 0.85* -0.71 -0.42 -0.54 
体がだるい 0.21 0.43 0.75# -0.35 0.59 
ぼんやりする 0.60 0.24 -0.42 0.56 0.20 
* * :p< 0.01， * :p<0.05， # :p< 0.10 
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( 5 )作業疲労の回復過程における作業時間長の影響
図2・18にCFF変動率の i例を示す. C F Fの低下はいずれの被験暑の場
合も統計的に有意であった. 1日の作業終了直後のCFF変動率について 4
時間作業と 6時間作業とで有意な差は認められなかったが， C F Fの低下以
は6時間作業よりも 4時間作業の方が小さい傾向が見られた.
次に，主観評価について4時間作業と 6時間作業とで疲労感の松j立を比較



















































* : p<0.05 






が， 4時間作業では30分後に有意差が凡られた.したがって， C F F変動Z艇
で見るかぎり 1臼の作業終 f後の疲労阿復の早さは 4時間作業の}jが 61時IJ
作業の場合よりも早いとEえる.






















































は常識的に考えられることであるが. C F Fの測定値ならびに主在日評価値の
いずれからもこのことが改めて確認された.
- 44 ー




















































































(2)図3-3はアルファペット l 文字を CRT管面上のランダムな位配に ff~IJミ( 1 )図3-1はアルフアペット l文字を，無背景の管而上定{立m(管凶中央)
(k r-)についこれは被験者Bした場合の呈示時間と正読率の関係を示す.これは被験者トA(!J:.性)ー:示時間と正読率の関係を示す.に呈ぷした場合の，
この場令はての結果であるが，他の被験者についても結果はよく似ている.20 ms についての結果であるが，他の被験者についてもほぼ同様の結果で，














































































0.8 0.7 0.6 0.3 0.4 0.5 
呈示時間 (sec)




















。0.3 0.2 0.1 
0.8 0.7 0.6 0.3 0.4 0.5 
呈示時間 (s配)
( b )背景色 :赤



















0.8 0.7 0.6 0.3 0.4 0.5 
呈示時間 (s配)























































































































































0.3 0.4 0.5 
宝示時間 (sec)












0.4 0.2 0.3 
呈示時間 (sec)
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は横約 2mmX縦約 4mmである.表示面積比にすると漢字 (ひらがな)対カ







( 1 )漢字1行熟J 漢字2文字からなる熟語1語を 3 0 0 l行に配列表示
(2 )カタカナ l行熟語 (1 )と同じ内容をカタカナで表示 3 0 0 
(3 )漢字10行熟語 漢学2文字からなる熟語110語を 3 0 10行に配列表示
(4 )カタカナi併f熟語 (3 )をカタカナで表示 3 0 
(5 )漢字問題 ひらがな混じり漢字文で簡単な 3 0 0 問題を l行表示
(6)カタカナ問題 (5 )をカタカナで表示 3 0 0 
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( 1 )漢字とカタカナの読取り時間比t完了後の判断の誤りやボタンt~~t符i+:の tll には文章の誤設によるものの他に，
漢字の全体的に漢字とカタカナの読取り時間の平均値を図3・13にポす.あるいはボタンの押し誤りを合む可能性があるが，被験者が判断をぷった，
削ーの読みを持つそこで，方がカタカナより読取りの速い傾向が見られる.ぷ日光以その場で口頭による訂正をさせて，を1IIlし誤ったと気付いたときは，
の幾刺激の漢字の読取り時間Piとカタカナの読取り時間Qiの比 (pi/Q i) したがって，誤答率の差は主外のぷりの発生を極力少なくするようにした.
















水平面照度:290....480 lx (床上約75cm) 
勺. 鉛前面照度:140....320 lx (管面中央)





















































1 ，すなわちlog(P i/Q i )の母集団平均=0の統計的仮必の下に， t検定を







一 7.46 4.84 I -44.50 








全体 -63.07 -4.47 I -87.54 




















































験~.・ 1艮 l 行熟語 10行熟語 問題
漢字 カタカナ 漢字 カタカブ i曳ピ[: カタカナ
ギi眼 10.9 15.5 12.5 15.9 11.8 13.6 
A 左眼 12.9 14.7 12.1 17.5 12.3 16.2 
平均 11.9 15.1 12.3 16.7 12.1 14.9 
右眼 7.8 10.8 1.0 13.8 9.5 11.7 
B 左眼 10.1 11.9 11.0 12.3 10.3 13.7 
平均 8.9 11.4 11.0 13.0 9.9 12.7 
右眼 6.4 7.4 
C 左眼 4.4 7.3 
平均 5.4 7.3 
右眼 9.9 11.3 
D 左眼 10.4 11.9 
平均 10.1 11.6 
右眼 7.2 9.4 
E 左眼 8.3 12.6 
平均 7.8 11.0 



















円山度 3.35 3.88 3.88 
A t 2.499* 2.660* 1.988 
5%の点 2.276 2.159 2.159 
自由度 1 5.80 5.87 4.18 
B t 2.490* 2.590本 2.487* 


































コントラストは文字輝度 (Lc) と背景輝度 (Lb)により規定され，その
定義には次の3通りがある 106)• 
(1)Contrast Ratioあるいは LuminanceRatio 
C r = Lc / Lb 
(2)Contrast 
C = (Lc -Lb) / Lb 
(3)Michelson ContrastあるいはContrastModuration 
























































































































































150， 200secに変化させ100， 測定条件 1:注視時間を 10，20， 30， 40， 
た.輝度は50cd/m2 ，色は緑とした.
77 
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好ま しい配色107)5.2 できるだけ輝度を低( 2 )色残像持続時間は輝度が高いほど長くなるため，
一対比較法による評価5.2.1 このとき注意しなければならないことは，くする必要があることが判明した.
























22.1 I 黒 8.1 
21.0 I 背 白 4.7 
罪主 20.1 赤 3.1 
21.4 I 里 Hf 貨14.0 青
6.3 黒 8.4 
シアン
背 5.9 背 4.3 



































文字色 背景色 ca.seV caseIl (s) 
シアン 黒 0.894 1.148 0.686 
白 黒 0.734 1.336 2.331 
陰i自i
黄 畏ミ 0.663 0.897 0.880 
緑 zi 0.659 0.901 0.903 
黒 白 0.167 0.223 1.012 
協画 黒 シアン 0.154 0.205 0.745 
背 R 0.158 0.191 0.631 
陰副 自 背 一0.023 一0.035 0.337 
Fτ甘j シアン -0.135 -0.219 1.642 
揚画
黒 黄 -0.168 -0.227 0.787 
除画 マゼンタ 黒 -0.217 -0.368 1.729 
揚画 赤 白 -0.274 一0.406 l.l60 
黄 干ぞ曾Jョ， -0.333 一0.479 0.935 
陰画
シアン i'f 一0.413 一0.576 1.025 
青 黄 -0.411 -0.674 1.684 
i場面 里 緑 -0.557 -0.664 0.450 
青 総 -0.898 -1.254 1.008 
case V :弁別のちらばり(標準偏差)が全て相等しいと仮定する.
R j-R k=zjk 
Rj， Rk :刺激SjとSkに対するそれぞれの平均値
砂:単位正規分布の平均からの偏差率
case II :どの刺激対に対する回答の関にも全く 相聞がないと仮定する.
弁別のちらばりが全て相等しいとの仮定は しない.




















シアン 0.943 0.997 緑
白 0.750 0.804 シアン
黒 立l
黄 0.623 0.764 h 
緑 0.357 0.751 賞
黒 シアン 0.312 0.283 !Jl 
Ei 青 0.111 0.221 背
白
黒 0.071 -0.043 白 ずf
背 シアン 0ー.045 -0.∞3 黒 シアン






















表示色 u' v 
緑 0.129 0.556 
黄 0.206 0.548 
シアン 0.142 0.431 
青 0.174 0.228 
白 l 0.212 0.487 
白2 0.193 0.453 
自3 0.187 0.427 
















































































































常 や とな や
や もい や
好ましくない


















きたない一美しい 1 0.391 
平凡なーいきな 1-0.541 
まぶしいーまぶしくない 1 0.495 
日立たない一目立つ 1 0.116 
丈字がぼんやりした一文字がはっきりした 1 0.501 
文字がにじむ一文字がにじまない 1 0.528 
文字が比にくい一文字が見やすい 1 0.545 
映り込みが気になるー映り込みが気にならない |一0.447
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評定項目 因子I 因子E 因子皿 因子I 因子日 因子田
親しみにくい 親しみやすい 0.911 -0.069 0.317 0.891 0.1∞ 0.375 
調和していないー調和している 0.896 -0.102 0.359 0.888 -0.102 0.422 
不快なー快適な 0.781 -0.470 0.366 0.914 -0.105 0.316 
いらいらするーいらいらしない 0.736 一0.509 0.404 0.879 -0.287 0.154 
集中できない一集中できる 0.772 -0.433 0.462 0.857 一0.252 0.439 
作業しにくい一作業しやすい 0.746 -0.453 0.428 0.721 一0.271o叫
疲れやすい一疲れにくい 0.617 -0.589 0.441 0.763 一0.453 0.419 
うわついた一落着いた 0.715 -0.662 0.184 0.656 1-0.705 0.237 
暗い一明るい -0.236 0.917 -0.197 -0.1仰 0.948 0.192 
地味ーあざやか -0.218 0.912 0.279 0.012 0.995 0.097 
平九なーいきな 卜o.似I1 0.671 0.163 一0.365 0.885 0.044 
まぶしいーまぶしくない 0.384 一0.801 0.306 0.328 一0.872 0.308 
きたない一美しい -0.047 0.770 0.551 10.6921 0.594 0.171 
映り込みが気になる一映り込みが気にならない -0.345 0.016 -0.906 一0.479 -0.390 -0.655 
文字がぼんやりした一文字がはっきりした 0.465 -0.045 0.833 0.464 -0.018 0.886 
文字がにじむ一文字がにじまない 0.511 -0.190 0.792 0.404 -0.190 0.861 
文字が見にくい一文字が見やすい 0.576 -0.471 0.601 0.459 -0.165 0.859 
目立たない一目立つ 0.137 0.365 0.850 0.134 I 0.8071 0.482 
ちらつくーちらつかない 0.525 一0.416 0.648 図 -0.293 0.367 好ましくない一好ましい I 0.7291 -0.530 0.415 0.034 0.449 
パリマックス回転後の寄与 7.259 5.876 5.5仰 8.365 5.795 4.732 
























































































陰画表示 | Z世主 黒





陽画表示 | 認孟 白3 l 0・
白4

























表示モード 文字色|背景色 常 や とな や 1j; もいや や
緑
白2 文・陰画表示 黒
‘， 、・， ， '文
黄 ナ~ 
カf 1-0・ l字




白l 0・ 1 lすU、
白2 I-O-t・ 1 lv' 
陽画表示 黒 白3 eo-f 







とz表示モード|文字色|背景色 常 や や 常
緑 や
もい や に映映 。.
り l c・ り陰画表示 | 黒 込 込一..
み ‘コ み
カf I 0・ が




陽画表示 | 黒 な
白3 t-Oi・ 1 し、
言τ一 t-Oi・ l







































テキストには 5文字の英数字列を 1ページに 10行7列印字した.その--部



























陽画表示:約 7 (背景色が育の場合は約 4) 
であった.
CFFは作業前後に 5回ずつ測定し，その平均値を CFF測定値とした.







































































被験省:Mo 被験者 :Ni 被験者:Ta 被験者 :So 





























































常 な や ち
り や ら か 非
好 女子 好 と や な 片m白. 
ま ま ま も や り
し し し 言 女子 好 好
く く え ま ま ま
な な な な し し し





観視距離:約 40cm，怖角:約 15---20. 
水平面(床上約 70cm)照度:約 2501x
鉛直面 (CR T管面中央)照度:約 1401x
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業を作業 1，後半90分の作業を作業 2と呼ぶこと にする.被験者に好ましい
白背景色の設定(調整法による)を作業 l前と作業2後に各々 10回ずっさ
0.41 



















0.41 I ・. . I ・ 1
O.15 0.16 0.170.18 0.19 0.20 0.21 0.22 0.23 0.24 0.25 
8 : 30





10 : 45 司咽・-・*
作業2




図6・6 調整法による好ましい背景色 図6・7 1日の作業の時間帯




















を被験-ri.・とと20才の女性 i名 (Oz)20才から23.，l'の男性 3名 (Ni，Yo，Nz)作業疲労がまた図6・7にぶしたように各作業前後に自覚症状検査を行い，
彼らの色党は正常であった.した.症状の検任項1は表6・2にぷ背Jil色の好みにうえる影響について検討した.
実験結果と検討6.3.2 これらの症状の程度を図6・9の尺度凶上にぷ人させた.した11m日で，
作業 1前と作業 2後に被験者が設定した好ましい白背紫色を図6・10にぷ(NEC， PC・観悦条件及び使用した VOTは 2.1節と同じディスプレイ
この変化此を色どの被験者も作業による好みの白の変化は大きくない.す.である.8853n， 14インチ，640X400ドット)
色差で表現すると約 0.005から約 0.008の範聞であった.差(5日間の手均):::E::::::C ヲモ上伝京
i号室1i: ~宅書官マーケット 緩 色の差を弁別できるかどうかを相関色温度で考察した.
次式よ り求めた色温度を表6・3に示す







例。. I'!'i.lもコード 術品名 UjiO; a且笛 金書a
212 1!，緩 19 25.570 ，(85.830 
2 106' {f.l 170 1.‘30 243.100 
3 171 角予吾 863 7，380 6.368，940 
4 51 ;r.スヲー カラー 1.090 490 534.100 
5 94 uコ~t本 7.347 850 6.244.950 
6 121 カレンダー 67 2.400 160.800 
? 60 ペーパーナイフ 5.971 550 3.284.050 
8 161 化 K互 759 6.310 4.789.290 
9 75 バスタオル 4.466 610 2.724.260 
10 147 バッテリ 10 4，030 40.300 
11 250 通信線 69 52.650 3.632.850 
12 218 食ifH主総 89 20.340 1.810.260 
13 288 五月人形 11 93.940 1.033.340 
14 219 毛布 68 27.850 1 .893.800 



























被験者 作業日 2 3 4 5 平均
作業前 58∞ 6α)() 55∞ 54∞ 52∞ 5580 
作業後 53∞ホ 53∞' 52∞* 5α)()* 5200 52∞* 
Ni 
弁 上限 5991 6205 5672 5565 5353 5757 
別
域 下限 5621 5808 5339 5244 5050 5414 
作業前 47∞ 46∞ 53∞ 51∞ 51∞ 4960 
作業後 44∞* 44∞ホ 48∞冷 48∞取 49∞織 4660傘
Yo 
弁 上限 4825 4719 5459 5247 5247 5099 
別
域 下限 4582 4487 5150 4961 4961 4828 
作業前 69∞ 74∞ 62∞ 54∞ 90∞ 6980 
作業後 62∞* 66∞$ 58∞掌 58∞* 77∞場 6420* 
Ns 
弁 上限 7172 7714 6419 5565 9469 7259 
)jlj 
域 下限 6647 711 5996 5244 8576 6722 
作業前 127∞ 118∞ }(泌∞ ω4∞ 10000 11000 
作業後 122∞ 105∞・ 118∞・ 102∞ ω9∞$ 11120本
仁k
弁 上限 13654 12619 11256 11031 10582 11822 
別






























被験者:Yo 器3r作業1日目 自覚症状 :自の疲れ
~ 2 ~ 
話 l
組 1~ __. 
也 OL . 曹 、唱~
議3r作業2日目
~2 ~ ___ 戸.

















Ni Yo Ns てk
視力が落ちた感じ -0.281 0.269 -0.592 0.478 
目の疲れ -0.119 O.αm 0.120 0.817 # 
日の痛み 0.1悩 O.αm -0.“。 0.478 
自の乾き O.αm O.αm -0.660 0.293 
全体的な疲れ -0.583 0.261 -0.756 0.120 
肩こり 0.288 0ー.866# 0.373 0.642 
眠気 0ー.763 0.577 O.∞7 -0.481 
ijニン〆ノ
以16・1 作業の経過と自覚症状の程度 ( #:pく0.01) 






























































1 Hの作業時間は l時!日jである. 1日l衣IJミ色の割で順に色を変え， 6 f:J
fl¥j継続して作業させた後， 1日の休みを与えた.この a速の作業を 6週間続
けた. したがって，作業同数は各表示色につき 6[ulずつである.
表示色の印象の評定






べた.さらに 1週間ごとの印象の変化を見るために，第 l週から第 6週まで















平面照度(床上約70cm) は約250Ix， 鉛直面照度 (CR T 管面i中央)はがJ
140 lxであった.
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彼E費者目。 厳重費者 No 厳重章者 Ya 極主政省 YO 1ft験r. 1・u
ト一一ー ー評定項目 因子I 因子1 悶fl 悶子i 因子1 肉チJI 肉チI 因子1 因子日I 肉子I 閃チIJ 因子日! 閃Tl I，l，Ffll 
L・ーー ーー必利していないー凋拘している 0.905 0.177 -0.155 0.931 -0.095 0.089 0.641 0.213 仁国 0.199 0.354 0.961 -O. 074 綬しみにくい-l)lしみやすい 0.901 0.155 -0.003 0.962 -0.086 -0.028 o 804 0.156 0.553 0.894 0.256 。.347 o 980 -0.014 
不快なー快適な
0.8“ 0.383 .0 141 0.968 -0.145 -0.093 o 813 0.096 0.553 o 757 '0.213 0.592 0.956 o 015 
W，nやすい一銭れに〈も‘ 0.839 0.096 -0.017 0.914 ー0.199 -0.254 0.862 O.∞9 0.458 0.653 -0.お8ロ亙 0.965 -0 153 いらいらするーいらいらし伝い 0.832 0.390 -0.032 0.936 -0.142 -0265 0.833 0.037 0.522 0.762 -0.208 0.596 0.976 -0.044 
うわついた-ifi暑いた 0.818 'ー0.275 O.お8 0.830 -0.407 -0.332 0.571 -0.493 0.583 0.912 -0.262 0.252 0.923 0.317 
作業しにくい・→乍践しやすい 0.812 0.435 -0.287 0.971 -0.118 -0 153 0.783 O.似5 0.599 0.759 -0.229 0.592 0.984 -0.041 
集中できないー集中で3る o 791 0.523 0.040 0.968 -0.109 -0.150 0.797 (1.032 0.585 0.749 . 0 242 0.585 0.980 -0.0121 
文字がみにくい一文字がみやFい 。ω 口.67711 0.010 11 0.93211-0出寸 24711 0.62211 -0.005口亙 o 76511 0.1811 0ωl 己O主I128 1-0031 
平凡なーいきな 一0.83111 0.1491-0・098111-0.87611 0.2981 0.28911'-百誌門10司.8801 -ouo -0.923 0.281-0189 0339 
地味あ:fやか
目 0.69911 0ω 0.41711 -0.427口亙 oω 0.172I~I~IILo.9~1 0.2601~・加 ー~I[口司
文字:がぼんやりした一文宇がはっきりした 0出 O制 O側四 -0.2681-0.12111 0.5001 0倒閣 0即日四 o216 
目立たない一目立つ 0.13811 0.85211 0.20211 -0.556仁因 。州 O川 0∞911 0.87511 1 O.御仁田 -0.18411 0.5641 0 310 
きたない-~しい 。ω411 0.70911-015711 -0.2201 0.287仁田川 0.5311 0 幻[11~I-o.0421~111D.85sl1 0.061 
文字がにじむ一文字がにじまない 0.29711 0.70811 -0.11111 0.52111-0.69211 o.附 0.5161 0.119仁司 C国 -0.0231 0.5081 1 0 95211 0.045 
まぶしいーまぶしくない 00991 -0.15211 0蜘 0.26111-0.90311 -0.285 仁豆沼 -0.3621 0.19311 0.27811-0.92311 0.233111 0 90311 -0 330 
暗い一明るい 0.1∞ oω611-ω-0.22111 0.89111 0.334 1 1 -0.359口亙 0湖 -0.2771 0.93711 -0.即ーω 巨亙
験り込みが気になる一候り込み/).気にならない -0.∞71 -0訓ー0.748111 0.19211 0.91811 0附 E国一O.仙一0.34711-0叩」型 O附 -0.839 引 78
ちらつくーちらつか令い 。摘 。摘 。制 。04111-0拙 O拙 O制 0.5711 0.34511 0.5101-0制 0.397. 1 0.94什ト101202嗣71四86 4 喜子ましくないー 妻子ましい 揃 O仰ーO.問 0.9741 -0.076 引 43 α80711 0川
パリ ?~7ス回転後の寄与 8.3081 4.6361 3.06911 11.3261 5.2731 1.62911 84871 3.ω81 6.39811 9.3181 4.3891 4.46711 14.760 























































































Factor 偏x.:千万和 自由度 分散 分i放比
A:表示色 4.11 5 0.82 0.61 
B:被験者 28.09 4 7.02 5.20* 
AXB 36.11 20 1.81 1.34 
111同，~坐rこ. 202.67 150 1.35 


















( 2 )表示色 と作業疲労
ならびに各表示図6・16にCFFの変動率(作業6阿の平均値と標準偏差)



















( 3 )表示色と作業能率$)1 -C"I門寸話 1{[J .a:司也|民。『
可ー の例を図6・17に示す.作業 l分間作業能率(作業 1分間当りの正答数)
。 ? ? ? ?
いず当たりの正答数は 1時間作業で得られ正答数を60で割ったものである.守町議缶? ?
まえれの被験者の場合も各表示色問に統計的有意差(t検定)は必められず，























































作業に最も好ましい白背扶色は相関色温度約8000Kであった.( 1 ) 
( 2 ) 作業後，好みの白背景色は黒体軌跡に沿って相関色温度の低下傾向
その低下の程度は小さかった.があるが，
( 3 ) また，作業負担が好みの白背紫色の変化に及ぼす影響は被験者によ
り異なった.
















































































さと制度の点から検討した. C F Fの測定方法としては調整法，極限法およ
び恒常法について，測定条件としては検査光光源の輝度，大きさ(視角) . 









価値と CFF測定値の変動中 (符観的評価値) とのtnJの相1則を検討した. そ
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